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であったが，横須賀市津久井，横浜市大槻，厚木市日

向，津久井郡城山町からは G.pectorale var. praecox 

が採集された。

本研究を進めるにあたり，懇切なご指導と文献の提

供および校閲を賜わった東京大学応用微生物研究所市

村輝笠博士，および，文献の提供とご指導を賜わった

横浜国立大学教授斎藤実博士および日本大学教授山岸

高旺博士に感謝の意を表する。
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津村孝平: 珪藻用の高屈折率封入剤 Kohei TSUMURA: A new mounting medium 

for dia toms. 

珪藻の被殻の永存プレパラート用の高屈折率ミヂア

ムは既に10種以上もの考案や販売品があるが，それら

を使ってみると，いろいろの得失があって，一概にど

れが最良とも言えない。ここに紹介するのは数年前に

アメリカで公表された(CZARNECKID. B. and H. D. 
WILLIAMS 1972. Trans. Amer. Micros. Soc. 91 : 

73)もので，極めて簡単に作ることができる。

それは Polystyreneを Tolueneへ濃く溶解した

粘調な液へ沃化メチレンを多量に混合するだけで作れ

る。具体的の作りかたは発泡スチロールをナイフで細
かく刻ざんだもの約 16gを 50mlのトルエシに溶

かし，透明になったものへ沃化メチレン 200gを完全

に混合するだけでよい。使いかたはスライドグラスか

カパーグラスの上で乾燥させた珪箆の被殻(もち論，

酸処理・水洗ずみの)に少量のトルエンを滴下して被

殻内の空気を除去してから，このミヂアムを滴下して

一般の方法と同じように永存プレパラートに作ればよ

い。このミヂアムは室温で一昼夜ぐらいで一応乾因す

るから加温して乾固させてはいけない。

沃化メチレンは屈折率1.742の液体で大気中に放置

すれば全部蒸発してしまう性質のものであるから，こ

れが透明に混合する上記の物質の屈折率が高くなるこ

とは当然であるが， トルエンが蒸発してミヂアムが乾

回した後，沃化メチレンがどういう状態でプレパラー

トの中に残っているのか，あるいはプレパラートを長

期間保存中に沃化メチレンを徐々に放出して屈折率が

低下して来るかは現在のところ未だわかっていなし、。

私が試用した経験によると，このミヂアムは乾因する

と体積の減少がかなり著しいから，十分に濃いi伎を幾

分多い自に使ってプレパラートを作らぬと乾回すると

きにプレパラート内に空気を引込むことが多い。
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